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　現在、新型コロナウイルスが世界中で猛威を振
るい人類を震撼させています。世界中で多くの
尊い命が奪われ、多数の感染者が出ていることに、
謹んでお悔やみとお見舞いを申し上げます。
　この世界的なパンデミックに人類が立ち向か
っている今、世界保健機関（WHO）が果たす役
割は言うまでもなく絶大であり、そのWHOの活
動や情報を迅速かつ適切に伝える使命を担って
いる日本WHO協会は、まさにその真価を問われ
ていると言えるのではないでしょうか。歯科医師
会としても、この感染症との戦いに対し、あらゆ
る対策を講じているところであり、できる限りの
協力を惜しむものではありません。この感染症の
一日も早い終息を願います。
　今回の脅威によって、国民の健康が担保されな
ければ経済活動そのものが危機に陥ることを、為
政者をも含め国民の多くが肌で感じたのではな
いでしょうか。WHO憲章の前文では、「健康とは、
病気でないとか、弱っていないということではな
く、肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、
すべてが満たされた状態にあること」と定義して
います。国を挙げてこのウイルスに打ち勝ったそ
のあかつきには、経済・財政一辺倒の政策が改め
られ、国民のまさに「健康」が第一の政策に方向
転換されることを願ってやみません。そのために、

ごあいさつ

我々も力を尽くしてまいります。
　歯科界においては、2017年以来3年連続して
国の基本方針である「骨太の方針」の中に歯科の
文言が明記されるなど、歯科医療・保健の重要性
や口腔の健康と全身の健康の関連性についての
国民の理解が徐々に広がってきています。
　一方で、「骨太の方針」でも触れられているフ
レイル対策をはじめ、多くの場面で多職種連携が
求められていますが、その実態はまだ不十分であ
ると言わざるを得ない状況であり、今後、歯科医
師会は他の医療福祉団体との連携をさらに深め、
在宅歯科診療や居宅療養管理等のニーズに応え
るべく、これまで以上に努めてまいります。
　大阪府歯科医師会は今後も、国民の口腔健康管
理を通じて健康寿命の延伸に貢献すると同時に、
日本WHO協会と緊密に連携・協力することで世
界の人々の「健康」を守ることに寄与するよう
取り組んでまいります。どうか、皆様のご支援・
ご協力をお願い申し上げます。
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